地域密着型通所介護
デイサービスセンター南紀　　運営推進会議報告書

開催日時
令和7年11月5日（水）
開催場所
デイサービスセンター南紀（成実園にて）

出席者
・利用者家族代表
・自治会代表（区長）
・白浜町地域包括支援センター
・居宅介護支援事業所
・介護保険係
・デイサービスセンター南紀職員（管理者・生活相談員）

議題および報告内容
行政からの説明
　白浜町民生課介護保険係より、地域密着型通所介護の役割および地域包括ケアシステムの概要について説明があった。

地域密着型通所介護が担う主な役割として、
・日常生活動作に対する支援
・機能訓練を通じた身体機能の維持・向上
・レクリエーションや交流を通じた社会参加の促進が挙げられることが示された。
　
また、期待される効果として、
・住み慣れた地域での生活の継続
・介護予防および重度化の防止
・地域住民とのつながりの維持・促進
　があることが説明された。
　以上について、出席者全員で確認を行いました。


活動状況の報告
利用者数の推移（前回との比較）
	項目
	前回（令和7年3月）
	今回（令和7年9月）
	増減

	1日平均利用者数
	16.1人
	14.8人
	−1.3人

	延べ利用者数
	2,466人
	2,307人
	−159人


・入院・入所による休止、長期欠席が影響して減少。
・月別平均は 4月15.8人 → 5月15.0人（最低値） → 9月14.7人。
・利用者・職員の新型コロナ感染により、一部利用控え・調整が発生。
・令和7年3月以降、緩やかな減少傾向。
　今後は「1日平均16名」の維持を目指し、新規利用促進を継続。

利用者減少への対応策

1． 体験利用・見学会の案内強化
・地域包括支援センター・居宅へパンフレット配布
・昼食体験を含む見学を随時受付（※入浴体験は除く）
2． 入浴サービスの拡充（特に中重度者）
1 受け入れ可能範囲を明確化しケアマネへ案内
2 浴枠の拡大、職員配置の見直しによる介助体制強化
3 入浴機器を活用し、安全な支援を継続
④医療的ケア利用者は状態に応じ段階的に対応
※利用登録者数：55名（令和7年3月：52名）

3．空き枠の「見える化」
・曜日別の空き状況を定期的に関係機関へ発信
・利用希望者に柔軟な提案を実施

地域との連携強化
・11月5日　南白浜小学校と交流会を予定
・世代間交流を通じ、社会参加と心身活性を促進
・地域行事・学校・団体との連携を継続し、地域に開かれた事業所運営を推進

今後の方向性
· 「新規利用者の確保」と「中重度者受入の強化」を重点化
· 関係機関との連携を密にし、利用者数の維持・安定化を図る
· 体操・レクリエーションによる介護予防・フレイル予防の発信を強化

④ 研修報告（令和7年4月〜11月）
	実施日
	研修名
	参加者
	内容

	5/24
	感染予防対策研修
	5名
	食中毒の基礎（ノロウイルス）

	6/2
	新人職員研修
	1名
	法人・事業所理念・方針

	7/19
	ハラスメント防止研修
	8名
	ハラスメントの種類・対応

	8/23
	事故防止・対応研修
	6名
	事故発生時の対応

	11月
	感染予防研修
	-
	インフルエンザ・ノロ対策


法人全体動画研修（4〜9月）
倫理・法令順守／感染症／認知症ケア／高齢者虐待防止／身体拘束廃止／事故防止／介護予防／BCP・接遇　など

⑤ 苦情・事故報告（計：4月〜9月）
苦情：2件
1）衣類への柔軟剤の香り付着について
2）服薬伝達が分かりにくいとの指摘
→ 個別に対応済み、改善を反映
事故報告：6件
· 転倒1件（軽傷、家族へ報告済）
· 介護中の軽傷事故5件
→ スタッフ間で情報共有、再発防止策を協議・実施

⑥ その他
日中一時支援デイサービス
· 現在、利用者1名
· 令和8年6月末に介護保険へ切替予定のため、該当者はゼロとなる見込み
· 障がい福祉機関、民生課との連携により新規利用者確保を図る
· 地域での周知を強化し、必要な方が利用できる体制を継続





⑦ 事例紹介（家族との連携による支援）
事例①：食欲回復と心不全増悪防止への支援
· 退院後の食欲低下・体力低下に対し、ご家族と毎回情報共有
· 状態に応じて食事形態を段階的に調整
· 看護・介護・栄養の連携、必要時にはケアマネとも共有
結果：現在は普通食を自力摂取、食欲・体調が安定

事例②：家庭で笑顔が増えた利用者
· 運動会や行事を通じて積極性が向上
· パーキンソン病による緩慢な動作も、今では自力で参加可能
· ご家族より「こんな笑顔を見るのは久しぶり」と感想
➡ 家族との継続的な情報共有は、生活意欲・安心の向上につながった
➡ 支援がデイサービス内で完結せず、家族や地域と同じ方向で取り組む重要性を再確　　　　
　 認

⑧ 質問・意見
	質問
	回答

	白浜町内の地域密着型通所介護は何事業所あるか
	4事業所（介護保険係より）

	体験利用時の送迎は可能か
	原則、家族対応。事業所での送迎なし。入浴体験も実施していない

	食欲改善支援の連携先は？
	家族・ケアマネ・栄養士と連携

	近隣区会館（芝会館）のイベントの主催は？
	同法人の老健「成華苑」が地域貢献事業として実施（認知症カフェ・華カフェ）



５．まとめ
· 利用者数は減少傾向だが、新規利用促進と中重度者受入体制の強化で安定化を図る
· 感染予防と事故防止対策を継続
· 家族・地域・関係職種との連携による支援を強化し、地域に開かれた事業所として運営していく

以上、令和7年11月
デイサービスセンター南紀
運営推進会議報告書

